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９画面法へのＦＤＭＳサイクルの
導入による技術予測とその評価

深津邦夫 (東芝ソシオシステムズ株式会社)
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社会自動化機器システム（１）
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本論の目的

筆者が設計に携わってきた社会自動化機器システムの設計の
世代変遷を分析し、それぞれの世代特徴を抽出する。

分析分析

製品進化のＳカーブに対応して、共通の世代交代(FDMSサイクル)
が存在し、それぞれの世代に固有の製品特徴がある。

FDMSサイクルによって製品設計や技術予測を行うときのアイ
デア出しやその評価が可能となる。これによってＴＲＩＺの
９画面法を拡張した新たなアイデア生成方法を提案する。
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社会自動化機器の世代交代
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リサイクルＡＴＭ

１９８３年～

支払/預金/振替/振込

硬貨扱い

複数枚処理対応

１９９８年～

汎用ＯＳ、無線カード

7桁郵便番号制度導入

道順組立

１９９８年～

手書き数字読取り

第４世代

＜標準化＞

次サイクルへ転換

ＡＴＭ

１９７９年～

支払/預金/振替

ＡＤ（預金機）

１９７５年～

支払/預金

通帳取扱い

磁気ＩＤカード導入

ＣＤ

１９７０年～

支払

ＡＴＭ

プリペイドカード導入

１９９０年～

マルチＣＰＵ化

差別化

シンプル化

１９８０年～

マイコン化

磁気乗車券導入

１９７０年～

ハードロジック

自動

改札機

差立て・到着区分

１９９０年～

手書き住所読取り

差立て区分

１９８０年～

手書き印刷数字読取り

３桁郵便番号制度導入

１９６８年～

手書き数字読取り

郵便物

自動処理

第３世代

＜多機能化＞

第２世代

＜差別化＞

第１世代

＜機能実現＞

新媒体の導入
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４世代設計サイクルモデル

FDMS サイクルFDMS サイクル

第１世代 Function realization（機能実現）
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第２世代 Discrimination （差別化）

第３世代 Multifunction （多機能化）

第４世代 Standardization （標準化）
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ＦＤＭＳ各世代の特徴

<F> 第１世代“Function realization”＜機能実現＞
基本的な新機能が、従来システムの革新のために新たに導入された媒体
に対応して実現される。

<D> 第２世代“Discrimination”＜差別化＞
前世代に実現した基本機能に付加される差別化機能が各メーカによって
実現される。

<M> 第３世代“Multifunction”＜多機能化＞
各メーカの差別化機能を全て取込んだ多機能が低価格で実現し、製品が
競合する。

<S> 第３世代“Standardization”＜標準化＞
社会システムとして標準化やシステム化が推進し、社会の必需品化する。
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仮 説

社会自動化システムにおける［ＦＤＭＳサイクル］は、
以下の要因によって発生する……。

■初期に導入された「媒体フォーマット」に制約
される中での企業間競争。

■世代交代によるそれぞれ背景の異なる設計チー
ムは、特有な発想や設計目標を持つ。
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社会サイクル説との対比

１９世紀１８世紀 ２０世紀

2nd
1st

全面戦争

1792  
--1815

休息期

1815  
--1848

1st
1914  

--1945
3rd

4th

補完的戦争

1848  
--1871

1871  
--1914

3rd
4th1733  

--1763
1763  

--1792

アナロジー

F D M S
F D M S４世代

設計サイクル
２５～３０年

トインビーの戦争サイクル説トインビーの戦争サイクル説
(100年 /４世代)
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完全平和

全面戦争
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２０世紀１９世紀 ２１世紀

ロウ管

グラモフォン

LP

アナログオーディオ

音響再生の世代変化

CD

SP
<F>モノラル

<D>ステレオ

<M>４チャンネル

<S>デジタル（ＰＣＭ）

デジタルオーディオ
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２０世紀１９世紀 ２１世紀

バルナック

各社多様

AF コンパクト

35mm フィルムカメラ

カメラの世代交代

デジカメ

一眼レフ

デジタル

<F>Quick return
<D>TTL
<M>AE
<S>AF
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重層化したＦＤＭＳサイクル
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F D M S F D M S F D M S

<F> <D> <M> <S>

４世代設計サイクル・モデル４世代設計サイクル・モデル

第１世代
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第２世代 第３世代 第４世代
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ＡＴＭ用紙幣モジュールの
ＦＤＭＳサイクル
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ＦＤＭＳサイクルとＳカーブ

誕生→F（機能実現）
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成熟→M（多機能化）
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設計組織の世代交代

新メンバー

担当技術者
主任技術者

課 長

部 長

旧メンバー

担当技術者
主任技術者

課 長

部 長

Ｆ：第１世代

課 長

部 長

ブレークスルー アナリシス シンセシス 社会性

■基本機能
■潜在的ニーズ

■付加的アイデア
■高速化
■低価格
■小型化

■結合
■全体バランス

■次パラダイム
■上位システム
■スムーズな移行
■世代共存

各世代の発想の特徴
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Ｄ：第２世代
Ｍ：第３世代

Ｓ：第４世代

主任技術者

部 長

課 長

担当技術者
担当技術者
主任技術者
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９画面法の基本
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９画面法の拡張
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ＡＴＭとそのサブシステムの進化
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システム
（ＡＴＭ）

モジュール
（通帳プリンタ）

要素
（ページ捲り）

次の次現機種 次機種前機種

Ｆ
ＣＤ

支払機

Ｄ
ＡＤ

預金機

Ｆ
ＡＴＭ
預払機

Ｓ→Ｆ
リサイクル

ＡＴＭ

Ｄ
Ｒ－ＡＴＭ
装填庫

Ｍ
Ｒ－ＡＴＭ
大容量化

Ｓ
新通帳
発行

Ｆ
磁気ストラ
イプ導入

Ｄ
通帳持ち
帰り防止

Ｍ
多課目
扱い

Ｆ
電子通帳

Ｆ
１ページ
捲り

Ｄ
複数ペー
ジ捲り

Ｆ
表紙
捲り

Ｓ
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ＦＤＭＳサイクルの変形

F MD S

F MD S

F D

F

M

MD S

F MD

F

S

MD S

■基本サイクル

■変形例

■理想サイクル

ギャップと飛躍
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多画面法による
コンカレント・エンジニアリング
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研 究

調 査

開 発

企 画
製品設計

製品Ａ１（現行機種）

製品Ａ２（次機種）

製品Ａ３（次々機種）
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結 論

■媒体の存在がシステムを規定するような機器シ
ステムに、特有な世代進化サイクルを見出した。
このＦＤＭＳサイクルの存在を前提として、９画
面法を拡張した「多画面法」を導入した。

■新たな「多画面法」によって、製品設計の技術
予測に対して、発想のきっかけと評価尺度が得ら
れた。本方法によって、単に「次」だけでなく
「次の次」を予測し得ることの意義の大きさにつ
いて述べた。
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